
別添資料5 別館各室諸条件

諸室スペース

床 壁 天井 空調 間欠運転 停電時運転 換気

別館に配置する執務室（共通）

本項目中の「※」は「別添資料.5各室諸

条件」の執務室を読み替えるものとす

る。別館執務室の利用部署は、現況のま

ま、もしくは他部署の室及び会議室等と

の配置交換のいずれも可とする。

※ ※ F9 W5 C6 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ○ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

会議室（別館） 適宜 ○ F1・F2 W1 C1・C2 ○ 適宜 ○ 500 ○ 〇 ○ ○ ○ A ○

相談室（別館） 適宜 ○ F1・F2 W1 C1・C2 ○ 1 ○ 500 ○ ○ 〇 A ○

1F執務室 上下水道部 1F F9 W5 C5 可 可 ○ ○ 750 15 A

車両運行課 車両運行担当 1F 60 F9 W5 C5 可 可 ○ ○ 750 4 A

2F執務室 都市デザイン部 2F F9 W5 C5 可 可 ○ ○ 750 16 A

人権啓発室 同和対策室 用地課 2F 39 F9 W5 C5 可 可 ○ ○ 750 2 A

事務室　※２ 人権推進課 3F 10 C5 ○ ○ 750 1 A

相談室　※２ 左記と同じ 3F 9 C5 ○ ○ 500 1 A ○

相談室2 左記と同じ 2F 14 F9 W5 C5 可 可 ○ ○ 500 1 A ○

相談室3 左記と同じ 2F 14 F9 W5 C5 可 可 ○ ○ 500 1 A ○

応接室　※２ 左記と同じ 3F 10 F9 W5 C5 ○ ○ 500 1 A ○

遊戯室 左記と同じ 3F 49 F9 W5 C5 可 可 ○ ○ 500 2 A ○

会議室

会議スペース

男子更衣室

福祉指導監査課

2F 97 F9 W5 C5 可 可 ○ ○ 500 6 A

会議室1　※２ 左記と同じ 3F 123 F9 W5 C5 ○ ○ 500 4 A ○

会議室2　※２ 人権推進課 3F 45 F9 W5 C5 ○ ○ 750 2 A

サーバー室　※２ 左記と同じ 新庁舎の発電機から発電回路を整備する 47 1/2 1/2 既存利用 ○

自動車整備場　※２ 左記と同じ 1F 65 ○ 200

休憩室 利用なし 別用途として利用を計画すること 22 F9 W5 C6 可 可 ○ ○ 300 2 A

浴室 利用なし 別用途として利用を計画すること 8 F9 W5 C6 可 可 ○ ○ 200

脱衣室 利用なし 別用途として利用を計画すること 10 F9 W5 C6 可 可 ○ ○ 200 1 A ○

洗場 利用なし 別用途として利用を計画すること 10 F9 W5 C6 可 可 ○ ○ 200 1 A

1F倉庫 左記と同じ 車両運行課 横 16 F9 W5 C6 可 可 ○ 200

3F倉庫1　※２ 左記と同じ 会議室1 横 10 ○ 200

3F倉庫2　※２ 左記と同じ 会議室2 横 7 ○ 200

3F倉庫3　※２ 左記と同じ 事務室 横 5 ○ 200

更衣室　※２ 女子更衣室 2F 6 ○ 200 A

2F印刷室　※２ 左記と同じ 2F 8 C5 ○ ○ 200 1 A

3F印刷室　※２ 左記と同じ 3F 25 ○ 200 1

1F男子便所　※２ 左記と同じ 1F 14 ○ 200 ○ 1

1F女子便所　※２ 左記と同じ 1F 11 ○ 200 ○ 1

2F男子便所　※２ 左記と同じ 2F 14 ○ 200 ○ 2

2F女子便所　※２ 左記と同じ 2F 11 ○ 200 ○ 1

3F男子便所　※２ 左記と同じ 3F 11 ○ 200

3F女子便所　※２ 左記と同じ 3F 14 ○ 200 ○ 1

3F身障者便所　※２ 左記と同じ 3F 6 ○ 200

3F子供便所　※２ 左記と同じ 3F 3 ○ 200 1

1F～3F湯沸室　※２ 左記と同じ 14 ○ 200

自販機コーナー　※２ 左記と同じ 1F 7 ○ 200

警備室　※２ 左記と同じ 1F 5 ○ 500 1 A
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B:24時間連続で行う空調

C:機器の発熱に対して行う空調

D:休日・夜間にも行う空調

「停電時運転」は、停電時において空調が必要

な部屋を示す。
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現況の利用形態

電気設備

計画に応じて新設する室

衛生設備

室名 備考

室
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（

㎡
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出

入

口

の

扉

の

箇

所

数

出入口 空調設備・換気設備

床

　F1：汚れにくく清掃等が容易であること

　F2：歩行時に音がなりにくい仕上げであること

　F3：配線の取り出しが自由であること

　F4：帯電防止に配慮すること

　F5：防塵性があり、滑りにくく衝撃に強いこと

　F6：耐薬品性に優れること

　F7：畳敷き

　F8：抗菌性に優れること

　F9：現況利用又は改修する場合は利用に応じた仕上げであること

壁

　W1：汚れにくく清掃等が容易であること

　W2：吸音性能を有すること

　W3：湿気に強い仕上げであること

　W4：意匠性に配慮した仕上であること

　W5：現況利用又は改修する場合は利用に応じた仕上げであること

天井

　C1：汚れにくく清掃等が容易であること

　C2：吸音性能を有すること

　C3：湿気に強い仕上げであること

　C4：意匠性に配慮した仕上げであること

　C5：既存仕上げと同等以上の仕上げであること

　C6：現況利用又は改修する場合は利用に応じた仕上げであること
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1 / 2 ページ ※２　既存の配置・用途を変更せず、そのまま利用するものとする。



別添資料5 別館各室諸条件

諸室スペース

床 壁 天井 空調 間欠運転 停電時運転 換気
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「停電時運転」は、停電時において空調が必要

な部屋を示す。

ト

イ

レ

洋

式

化

の

箇

所

数

給

湯

設

備

コ

ン

セ

ン

ト

コ

ン

セ

ン

ト

の

発

電

回

路

電

話

端

子

フ

ァ

ッ

ク

ス

端

子

照

明

器

具

L

E

D

化

既

存

間

仕

切

り

の

撤

去

鍵

管

理

照

度

照

明

の

発

電

回

路

防

音

・

遮

音

屋

上

防

水

間

仕

切

り

の

新

設

現況の利用形態

電気設備 衛生設備

室名 備考

室

面

積

（

㎡

）

出

入

口

の

扉

の

箇

所

数

出入口 空調設備・換気設備

床

　F1：汚れにくく清掃等が容易であること

　F2：歩行時に音がなりにくい仕上げであること

　F3：配線の取り出しが自由であること

　F4：帯電防止に配慮すること

　F5：防塵性があり、滑りにくく衝撃に強いこと

　F6：耐薬品性に優れること

　F7：畳敷き

　F8：抗菌性に優れること

　F9：現況利用又は改修する場合は利用に応じた仕上げであること

壁

　W1：汚れにくく清掃等が容易であること

　W2：吸音性能を有すること

　W3：湿気に強い仕上げであること

　W4：意匠性に配慮した仕上であること

　W5：現況利用又は改修する場合は利用に応じた仕上げであること

天井

　C1：汚れにくく清掃等が容易であること

　C2：吸音性能を有すること

　C3：湿気に強い仕上げであること

　C4：意匠性に配慮した仕上げであること

　C5：既存仕上げと同等以上の仕上げであること

　C6：現況利用又は改修する場合は利用に応じた仕上げであること
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EV機械室　※２ 左記と同じ 1F 8 1 C

1F廊下 左記と同じ 1F F9 W5 C5 可 可 ○ ○ 200

2F廊下 左記と同じ 2F F9 W5 C5 可 可 ○ ○ 200

3F廊下 左記と同じ 3F F9 W5 C5 可 可 ○ ○ 200 1 A

1Fホール 左記と同じ 1F F9 W5 C5 可 可 ○ ○ 200

2Fホール 左記と同じ 2F F9 W5 C5 可 可 ○ ○ 200

3Fホール 左記と同じ 3F F9 W5 C5 可 可 ○ ○ 200 4 A

階段　※２ 左記と同じ ○ 200

外壁

屋外庭園　※２ 左記と同じ 3F 108 ○

キュービクル置き場・室外機置き場　※２ 左記と同じ 3F 84 ○

屋上屋根　※２ RF 549 ○

2 / 2 ページ ※２　既存の配置・用途を変更せず、そのまま利用するものとする。


